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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成25年6月13日(2013.6.13)

【公開番号】特開2012-24697(P2012-24697A)
【公開日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-006
【出願番号】特願2010-165740(P2010-165740)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  46/52     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/70     (2012.01)
   Ｄ０４Ｈ   3/16     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/541    (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  46/52    　　　Ａ
   Ｄ０４Ｈ   1/70    　　　Ｚ
   Ｄ０４Ｈ   3/16    　　　　
   Ｄ０４Ｈ   1/54    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月25日(2013.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折り加工されたシート状物の折り山部間に挿入して用いる、櫛歯を有する櫛状部材であ
って、前記櫛歯の谷部には窪みが形成されており、前記窪みの入口の角度が１８０度を超
えることを特徴とする櫛状部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の櫛状部材の櫛歯が折り加工されたシート状物の折り山部間に挿入され
ており、且つ山部の先端部分が前記窪みに嵌め込まれていることにより、前記櫛状部材が
前記シート状物に装着されている状態で、前記シート状物を搬送することを特徴とするシ
ート状物の搬送方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る櫛状部材を用いた装着構造体は、請求項１に記載の櫛状部材の櫛歯が折り
加工されたシート状物の折り山部間に挿入されており、且つ山部の先端部分が前記窪みに
嵌め込まれていることにより、前記櫛状部材が前記シート状物に装着されていることを特
徴とする装着構造体である。
　　
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０



(2) JP 2012-24697 A5 2013.6.13

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２に係る発明では、請求項１に記載の櫛状部材の櫛歯が折り加工されたシート状
物の折り山部間に挿入されており、且つ山部の先端部分が前記窪みに嵌め込まれているこ
とにより、前記櫛状部材が前記シート状物に装着されている状態で、前記シート状物を搬
送することを特徴とするシート状物の搬送方法である。
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